[bookmark: _kktep1dp4876]出張英会話レッスン契約書

英会話レッスンの受講者　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、英会話レッスン提供事業者　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、乙が甲の指定する場所へ講師を派遣し、英会話レッスンを提供することについて、次のとおり出張英会話レッスン契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _j0hi0lz4jnzv]第1条（目的）
本契約は、乙が甲に対して提供する出張形式の英会話レッスンについて、レッスン内容、実施場所、料金、交通費、予約及びキャンセル、講師の変更、安全管理、個人情報の取扱いその他必要な事項を定め、甲乙双方の権利義務を明確にするとともに、円滑かつ適正なレッスンの実施を図ることを目的とする。

[bookmark: _anaa1t28dx6d]第2条（契約の対象）
1. 乙は、本契約に基づき、甲又は甲が指定する受講者に対し、英語による会話能力、発音、語彙、文法、リスニング能力その他英語運用能力の向上を目的としたレッスン（以下「本レッスン」という。）を提供する。
2. 本レッスンは、乙又は乙が指定する講師が、甲の指定する自宅、事務所、会議室その他甲乙間で合意した場所へ訪問する形式で実施する。
3. 本レッスンの具体的な内容、実施日時、回数、料金その他の条件は、本契約及び別途合意するレッスン実施条件によるものとする。
4. 本契約は、英会話レッスンの提供を目的とするものであり、特定の資格試験への合格、英語能力の向上その他一定の学習成果を保証するものではない。

[bookmark: _pgosuxw3qcga]第3条（レッスンの基本情報）
本レッスンの基本情報は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	レッスン名称
	

	受講者氏名
	

	受講者人数
	名

	レッスン形式
	□ マンツーマン　□ グループ　□ 法人研修　□ その他（　　　　　）

	レッスン内容
	□ 日常英会話　□ ビジネス英会話　□ 旅行英会話　□ 試験対策　□ その他（　　　　　）

	対象レベル
	□ 初級　□ 中級　□ 上級　□ その他（　　　　　）

	1回のレッスン時間
	分

	契約回数
	□ 単発　□ 月　　　　　回　□ 全　　　　　回

	実施頻度
	□ 毎週　□ 隔週　□ 月1回　□ 不定期

	レッスン開始日
	年　　　月　　　日

	レッスン終了予定日
	年　　　月　　　日

	担当講師
	

	その他
	


2. 甲乙は、受講者の英語能力、学習目的及び習熟状況に応じて、協議のうえレッスン内容を変更することができる。
3. 受講者人数又はレッスン形式を変更する場合、甲乙は事前に料金及び実施条件を確認するものとする。
[bookmark: _12u91nxygikn]第4条（出張場所）
1. 本レッスンの実施場所は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	実施場所名称
	

	所在地
	

	建物名・部屋番号
	

	場所の種類
	□ 自宅　□ 事務所　□ 会議室　□ レンタルスペース　□ その他（　　　　　）

	最寄駅
	

	最寄駅からの移動手段
	□ 徒歩　□ バス　□ タクシー　□ その他（　　　　　）

	入室方法
	

	駐車場
	□ あり　□ なし

	その他特記事項
	


2. 甲は、乙又は担当講師が本レッスンを安全かつ適切に実施できる場所を確保するものとする。
3. 甲は、実施場所について、施設管理者、所有者その他権限を有する者の許可が必要な場合、自己の責任において必要な許可を取得するものとする。
4. 実施場所を変更する場合、甲は原則として実施予定日の　　　　　日前までに乙へ通知し、乙の承諾を得るものとする。
5. 実施場所の変更により交通費、移動時間又は会場利用料等に変更が生じる場合、甲乙は追加費用について事前に協議するものとする。

[bookmark: _h7b712m34l0]第5条（レッスン日時及び実施時間）
1. 本レッスンの実施日時は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	実施曜日
	□ 月　□ 火　□ 水　□ 木　□ 金　□ 土　□ 日

	開始時間
	時　　　分

	終了時間
	時　　　分

	1回の実施時間
	分

	実施予定回数
	回

	日程調整方法
	□ メール　□ 電話　□ メッセージアプリ　□ その他（　　　　　）

	日程確定期限
	実施予定日の　　　　　日前まで


2. 乙は、合意した日時に本レッスンを実施するものとする。
3. 甲乙は、レッスン開始前に、実施日時、場所及び受講者人数を確認するものとする。
4. 甲又は乙の事情により実施日時を変更する場合は、第10条及び第11条の定めによるものとする。
5. レッスンの開始時刻及び終了時刻は、実際の授業時間を基準とし、講師の移動時間は原則として含まないものとする。

[bookmark: _fnwrhyqcgjoa]第6条（レッスン料金）
1. 甲は、本レッスンの対価として、次の料金を乙に支払うものとする。
	項目
	金額・条件

	入会金・登録料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	1回あたりのレッスン料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	月額レッスン料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	契約総額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	教材費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	出張費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	支払時期
	□ 前払い　□ 当日払い　□ 月末締め翌月払い　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 乙は、甲に対して契約締結前に料金体系、追加費用及び支払条件を明示するものとする。
3. 契約期間中に料金を変更する場合、乙は変更内容及び適用開始日を事前に通知し、甲の同意を得るものとする。
4. 甲が支払期限までに料金を支払わない場合、乙は相当の期間を定めて支払を催告し、なお支払がないときは、法令に従い本レッスンの提供を停止し、又は本契約を解除することができる。
5. 本条の定めは、消費者契約法その他関係法令により認められる甲の権利を制限するものではない。

[bookmark: _lp8e63yaahly]第7条（交通費及び出張費）
1. 本レッスンに伴う講師の交通費及び出張費については、次のとおりとする。
	項目
	内容

	交通費の負担
	□ 甲負担　□ 乙負担　□ レッスン料金に含む

	交通費の算定方法
	□ 実費　□ 一律料金　□ その他（　　　　　）

	1回あたりの交通費
	金　　　　　　　　　円

	出張費
	金　　　　　　　　　円

	対象交通機関
	□ 電車　□ バス　□ タクシー　□ 自家用車　□ その他（　　　　　）

	駐車料金
	□ 甲負担　□ 乙負担

	遠方出張加算
	□ あり　□ なし

	その他
	


2. 乙は、甲に交通費又は出張費を請求する場合、その算定方法及び金額を事前に明示するものとする。
3. 通常の移動経路を超える交通手段の利用又は追加費用が必要となる場合、乙は原則として事前に甲の承諾を得るものとする。
4. 講師の都合による移動経路の変更又は遅延によって生じた追加費用は、甲の承諾がある場合を除き、乙の負担とする。

[bookmark: _oqz4al7oyp5a]第8条（教材及び学習資料）
1. 本レッスンで使用する教材は、甲乙協議のうえ決定するものとする。
2. 乙が独自に作成した教材、プリント、音声教材その他の学習資料について、その著作権その他の知的財産権は、乙又は正当な権利者に帰属する。
3. 甲は、乙から提供された教材を自己又は本契約で指定された受講者の学習目的の範囲内で利用することができる。
4. 甲は、乙の事前の承諾なく、教材の複製、転載、販売、インターネット上への公開その他学習目的を超える利用をしてはならない。ただし、法令上認められる利用については、この限りでない。
5. 市販教材その他第三者が権利を有する教材を使用する場合、甲乙は当該教材の利用条件を遵守するものとする。
6. 教材の購入費用及び提供方法については、事前に甲乙間で合意するものとする。

[bookmark: _r8fuqzeo3agg]第9条（講師の指定及び変更）
1. 乙は、本レッスンの内容及び受講者の学習目的に適した講師を担当者として指定するものとする。
2. 担当講師の氏名、資格、指導経験その他甲が契約締結に際して重要と認める事項について、乙は合理的な範囲で情報を提供するものとする。
3. 担当講師の病気、事故、退職その他やむを得ない事情により、予定された講師がレッスンを実施できない場合、乙は甲に速やかに通知するものとする。
4. 乙は、甲の承諾を得たうえで代替講師によるレッスンを提案することができる。
5. 甲が代替講師によるレッスンを希望しない場合、甲乙は振替日程又は当該回の料金の返金について協議するものとする。
6. 特定の講師による指導が契約の重要な条件となっている場合、乙は甲の同意なく担当講師を変更しないものとする。

[bookmark: _oxi6xav4rauz]第10条（予約変更及びキャンセル）
1. 甲が予約済みのレッスンを変更又はキャンセルする場合、原則として次の条件によるものとする。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	実施日の　　　　　日前まで
	無料

	実施日の　　　　　日前から前日まで
	当該レッスン料金の　　　　　％

	実施日当日
	当該レッスン料金の　　　　　％

	無断キャンセル
	当該レッスン料金の　　　　　％


2. 前項のキャンセル料は、乙に生ずべき平均的な損害の額を超えない範囲で設定するものとし、消費者契約法その他関係法令に反する部分については適用しない。
3. 甲は、キャンセル又は日程変更を希望する場合、乙が指定する連絡方法により速やかに通知するものとする。
4. 交通機関の運休、災害、急病その他やむを得ない事情が発生した場合、甲乙は事情を考慮し、振替又は費用負担について誠実に協議するものとする。
5. 甲が実施場所に不在である場合又は甲の事情によりレッスンを開始できない場合、乙は合理的な時間待機したうえで、甲へ連絡するものとする。
6. 前項の場合におけるキャンセル料及び交通費の取扱いについては、事前に明示された条件及び関係法令に従うものとする。

[bookmark: _5bmdmqhf1ozs]第11条（乙の都合による中止及び振替）
1. 乙又は担当講師の都合により本レッスンを実施できない場合、乙は甲に速やかに通知するものとする。
2. 乙は、甲と協議のうえ、代替講師の派遣又は振替レッスンの実施を提案することができる。
3. 甲が代替講師又は振替レッスンを希望しない場合、乙は実施されなかったレッスンに相当する料金を返金するものとする。
4. 乙の責めに帰すべき事由による中止について、甲にキャンセル料を請求しないものとする。
5. 乙の責めに帰すべき事由により甲に損害が生じた場合、その責任については第19条の定めによるものとする。

[bookmark: _cwb4ovfmecp]第12条（遅刻及びレッスン時間の短縮）
1. 甲又は受講者がレッスン開始時刻に遅刻した場合、乙は原則として予定された終了時刻までレッスンを実施するものとする。
2. 甲又は受講者の遅刻によって短縮された時間について、乙は延長又は返金の義務を負わない。ただし、別途合意した場合はこの限りでない。
3. 乙又は担当講師の遅刻によりレッスン時間が短縮された場合、乙は不足時間の延長、振替又は相当額の返金等、合理的な対応を行うものとする。
4. 交通機関の遅延その他当事者の責めに帰することのできない事情による遅刻については、甲乙協議のうえ対応を決定するものとする。

[bookmark: _waavacq0gyvs]第13条（実施場所の安全管理）
1. 甲は、講師が安全に本レッスンを実施できるよう、実施場所の衛生、照明、換気、設備及び入退室環境について合理的な配慮を行うものとする。
2. 甲は、実施場所に危険物、著しい衛生上の問題その他講師の安全を脅かす事情がある場合、事前に乙へ通知するものとする。
3. 乙は、講師に対し、訪問先における安全確保及び適切な業務遂行について必要な指導を行うものとする。
4. 実施場所において重大な安全上の問題が認められる場合、乙は甲に改善を求めることができる。
5. 安全上の問題が解消されず、レッスンの継続が困難である場合、乙は必要な範囲でレッスンを中断又は中止することができる。
6. 前項の場合における料金及び費用の取扱いは、中止の原因、当事者の責任及び関係法令を踏まえて決定するものとする。

[bookmark: _cgllunil91xq]第14条（受講者の遵守事項）
1. 甲及び受講者は、本レッスンの実施にあたり、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
(1) 講師に対する暴力、脅迫、威圧、ハラスメントその他不適切な行為
(2) 講師の人格、名誉又はプライバシーを侵害する行為
(3) レッスンの実施を著しく妨害する行為
(4) 講師に対し、契約内容と無関係な業務又は私的な役務の提供を強要する行為
(5) 乙又は第三者の教材、著作物その他の権利を侵害する行為
(6) 法令又は公序良俗に反する行為
2. 乙は、前項に違反する行為が認められた場合、甲に改善を求めることができる。
3. 重大な違反が認められる場合又は改善がなされない場合、乙は必要に応じてレッスンを中断し、又は第22条に従い本契約を解除することができる。

[bookmark: _nophvmr1km82]第15条（未成年者へのレッスン）
1. 受講者が未成年者である場合、乙は必要に応じて親権者その他の法定代理人の同意を確認するものとする。
2. 未成年者に対する出張レッスンでは、甲乙は事前に保護者の在宅、付き添い、送迎その他必要な安全管理条件を確認するものとする。
3. 乙は、未成年者の年齢、発達段階及び学習能力に配慮した適切な指導を行うものとする。
4. 講師は、未成年者に対し、身体的又は精神的苦痛を与える不適切な指導を行ってはならない。
5. 緊急時の連絡先及び対応方法については、甲乙間で事前に確認するものとする。
6. 未成年者の写真、動画、音声その他個人を識別できる情報を利用する場合、乙は利用目的及び範囲を明示し、法令上必要な同意を取得するものとする。

[bookmark: _ijxo4vht5svp]第16条（レッスンの録音及び録画）
1. 甲又は乙が本レッスンを録音又は録画する場合、原則として事前に相手方の承諾を得るものとする。
2. 録音又は録画したデータは、甲乙間で合意した学習、指導改善又は記録の目的に限り利用するものとする。
3. 録音又は録画したデータをインターネット、SNS、動画配信サービスその他第三者が閲覧できる媒体に公開する場合、当該データに含まれる講師、受講者その他関係者の必要な承諾を得るものとする。
4. 乙は、甲の事前の承諾なく、受講者の肖像、音声又は学習状況を広告宣伝目的で利用してはならない。
5. 録音及び録画データの保存期間、管理方法及び削除については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

[bookmark: _rqmcele8qvec]第17条（個人情報の取扱い）
1. 乙は、本レッスンの予約、実施、料金請求、連絡、学習状況の管理その他契約履行に必要な目的の範囲内で、甲及び受講者の個人情報を取得し、利用するものとする。
2. 乙は、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、取得した個人情報を適切に管理するものとする。
3. 乙は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の必要な同意を得ることなく、個人情報を第三者へ提供してはならない。
4. 乙は、講師その他本レッスンの実施に必要な関係者に個人情報を取り扱わせる場合、必要な範囲に限定し、適切な監督を行うものとする。
5. 乙は、個人情報の漏えい、滅失又は毀損を防止するため、合理的な安全管理措置を講じるものとする。
6. 個人情報の開示、訂正、利用停止その他の請求については、関係法令及び乙の個人情報保護方針に従うものとする。

[bookmark: _dlz9c72gak68]第18条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本契約の履行に関連して知り得た相手方の非公開情報のうち、秘密である旨が明示された情報又はその性質及び開示状況から秘密として取り扱うことが合理的に求められる情報（以下「秘密情報」という。）を、相手方の事前の承諾なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 秘密情報には、受講者の学習状況、家庭内の事情、企業の業務情報、顧客情報、講師の個人情報その他本レッスンを通じて知り得た非公開情報を含むものとする。
3. 次の各号に該当する情報は、秘密情報から除外する。
(1) 開示時点で既に公知であった情報
(2) 受領者の責めに帰すべき事由によらず公知となった情報
(3) 開示前から適法に保有していた情報
(4) 正当な権限を有する第三者から適法に取得した情報
(5) 相手方の秘密情報によらず独自に取得又は作成した情報
4. 甲及び乙は、法令又は裁判所その他公的機関の適法な命令に基づく場合、必要な範囲で秘密情報を開示することができる。
5. 本条の秘密保持義務は、本契約終了後も　　　　　年間存続するものとする。ただし、個人情報その他法令上継続的な保護が必要な情報については、関係法令に従うものとする。

[bookmark: _c14whisek7s6]第19条（損害賠償）
1. 甲又は乙が本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、当該当事者は、自己の責めに帰すべき事由に応じて、法令に従い損害を賠償するものとする。
2. 講師が実施場所の設備、備品その他甲の所有物を故意又は過失により損傷した場合、乙は法令に従い、その責任の範囲内で必要な対応を行うものとする。
3. 甲又は受講者の故意又は過失により講師又は乙に損害が生じた場合、その責任の有無及び範囲は、具体的な事情及び関係法令に従って判断するものとする。
4. 天災地変、交通機関の大規模な停止その他当事者の合理的な支配を超える事由により損害が発生した場合、その責任及び費用負担は、帰責事由の有無及び関係法令を踏まえて判断するものとする。
5. 本契約のいかなる規定も、当事者の故意又は重大な過失による責任を免除し、又は消費者契約法その他関係法令に反する範囲で損害賠償責任を制限するものではない。

[bookmark: _mw5jv39ame3m]第20条（学習成果及び指導内容）
1. 乙は、甲又は受講者の学習目的に応じ、合理的かつ適切な方法により本レッスンを提供するものとする。
2. 英語能力の向上には、受講者の学習時間、習熟度、学習方法、受講頻度その他の事情が影響することを甲は理解するものとする。
3. 乙は、特定の試験結果、資格取得、就職、昇進その他の成果を保証しない。ただし、乙が別途書面等により具体的な成果を保証した場合は、その合意内容に従うものとする。
4. 乙は、受講者の理解度及び学習状況を踏まえ、必要に応じて指導方法又は教材の変更を提案することができる。
5. 本条は、乙が合意したレッスンを適切に提供する義務又は法令上の責任を免除するものではない。

[bookmark: _trytiul64kpe]第21条（契約期間及び更新）
1. 本契約の有効期間は、　　　　年　　　月　　　日から　　　　年　　　月　　　日までとする。
2. 契約期間満了後も本レッスンを継続する場合、甲乙は更新条件、料金、実施回数その他必要な事項について協議するものとする。
3. 本契約を更新する場合、甲乙は書面又は電磁的方法により合意するものとする。
4. 契約期間中に実施されなかったレッスンの取扱いについては、その原因、支払済み料金及び関係法令を踏まえ、甲乙協議のうえ決定するものとする。
5. 自動更新を採用する場合は、更新の有無、更新条件、通知方法及び解約期限を別途明示し、甲の同意を得るものとする。

[bookmark: _t6ckp5y6mqfo]第22条（契約の解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反した場合、相当の期間を定めて是正を催告し、その期間内に是正されないときは、本契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 次の各号に該当する場合、甲又は乙は、法令に従い、催告することなく本契約を解除することができる。
(1) 相手方に重大な契約違反が認められる場合
(2) 相手方による暴力、脅迫、重大なハラスメントその他契約関係の継続を著しく困難にする行為があった場合
(3) 相手方が本契約の履行を明確に拒絶した場合
(4) その他民法その他関係法令に基づき無催告解除が認められる場合
3. 甲は、契約期間中であっても、乙に通知することにより中途解約を申し出ることができる。
4. 中途解約に伴う精算については、実施済みレッスンの対価、合理的に発生した費用、事前に明示された解約条件及び関係法令を踏まえて行うものとする。
5. 本契約が特定商取引法に定める特定継続的役務提供その他の規制対象となる場合、クーリング・オフ、中途解約及び精算については、当該法令の規定を優先するものとする。
6. 本条は、甲が法令に基づき有する解除権その他の権利を制限するものではない。

[bookmark: _na7y79gh9mfl]第23条（不可抗力）
1. 天災地変、感染症の流行、交通機関の停止、行政機関による規制その他当事者の合理的な支配を超える事由により、本レッスンの実施が困難となった場合、甲乙は速やかに相手方へ通知するものとする。
2. 前項の場合、甲乙は振替レッスン、実施場所の変更、オンライン形式への切替えその他合理的な代替措置について協議するものとする。
3. オンライン形式への切替えは、甲乙双方が合意した場合に限り実施するものとする。
4. 本レッスンを実施できなかった場合の料金及び交通費の精算については、既に提供された役務の内容、当事者の責任及び関係法令を踏まえて決定するものとする。

[bookmark: _99ohy2fawq1p]第24条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、又は反社会的勢力に対して資金提供その他の便宜供与を行わないものとする。
3. 甲又は乙が前2項に違反した場合、相手方は本契約を解除することができる。
4. 前項の解除に伴う損害賠償その他の取扱いについては、関係法令に従うものとする。

[bookmark: _w4u982tuea3u]第25条（権利義務の譲渡禁止）
1. 甲及び乙は、相手方の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、本契約上の地位又は本契約に基づく権利義務を第三者へ譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。
2. 乙が第三者に本レッスンの全部又は重要な部分を委託する場合、乙は事前に甲の承諾を得るものとする。
3. 乙は、委託先に対して本契約に基づく秘密保持、個人情報保護及び安全管理に関する義務を遵守させるものとする。

[bookmark: _gc6ozxtmzyoa]第26条（契約内容の変更）
1. 本契約の内容を変更する場合、甲乙は変更内容について協議し、書面又は電磁的方法により合意するものとする。
2. レッスン料金、契約期間、実施回数、実施場所その他重要な条件を変更する場合、乙は甲に対して変更内容を明示するものとする。
3. 乙は、甲の同意なく、既に成立した契約の重要な条件を一方的に変更しないものとする。ただし、法令上認められる場合はこの限りでない。

[bookmark: _dkntzypqsew4]第27条（協議事項）
1. 本契約に定めのない事項又は本契約の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は互いの立場を尊重し、誠意をもって協議するものとする。
2. 本契約と個別のレッスン申込書、見積書その他の合意書類との間に相違がある場合、甲乙が個別に合意した内容を優先するものとする。ただし、関係法令の強行規定に反する場合はこの限りでない。

[bookmark: _p4r6baec40t5]第28条（準拠法及び管轄裁判所）
1. 本契約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関連して紛争が生じた場合、甲乙はまず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _1t2msqqbls43]
[bookmark: _nxpawekv9jti]
[bookmark: _yn4v4vwqpzjj]
[bookmark: _wn6buj6op4pj]
[bookmark: _zg18h0ksxrxa]契約締結欄
甲及び乙は、本契約の内容を十分に確認し、これに合意した証として、本契約書を作成する。
本契約を書面により締結する場合は、本書2通を作成し、甲乙各自が署名又は記名押印のうえ、各1通を保有するものとする。
電子契約により締結する場合は、甲乙が合意した電磁的方法により契約を成立させ、各自が契約内容を確認できる状態で保存するものとする。

契約締結日：　　　　年　　　月　　　日

甲（受講者・契約者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名又は法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名（法人の場合）：　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（英会話レッスン提供事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当講師氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

